
号

日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4-1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

信州大学医学部附属病院の業務に関する報告について

内科 有

　　信州大学医学部附属病院

〒390-8621　長野県松本市旭３丁目１番１号

信大病総0404

厚生労働大臣

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒390-8621　長野県松本市旭３丁目１番１号

国立大学法人　信州大学

脳神経内科、糖尿病・内分泌内科、腫瘍内科、緩和ケア内科

電話　（0263）　35－4600　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

国立大学法人信州大学長　中村　宗一郎

令和6年10月4

（様式第10）



（注）

（2）外科

○ ○ ○

○ ○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

児童精神科移植外科 形成外科 リハビリテーション科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

外科

標榜している診療科名について記入すること。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

244 223.83 467.83 38 0

5 18.39 23.39 18 69

38 10 48 12 0

0 0 0 7 0

72 1.86 73.86 0 0

716 5.57 721.57 23 6

1 0 1 0 34

4 1 5 2 179

6 7.65 13.65 45 35

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 29 年 4 月 1 日

一般 合計

助産師

看護師 医療社会事業従事者

677 717

精神 感染症 結核 療養

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

40

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

管理栄養士

歯科衛生士

保健師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

眼科専門医

救急科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医 1482

20

10

35

22

耳鼻咽喉科専門医45

11

34

11

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

（　花岡　正幸　） 任命年月日

産婦人科専門医 18

合計

8

329

12

平成29年4月1日～令和2年3月31日：医療安全管理室長

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

14 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

508 ㎡ （主な設備）

128 ㎡ （主な設備）

232 ㎡ （主な設備）

201 ㎡ （主な設備）

241 ㎡ （主な設備）

949 ㎡ 室数 室 人

88 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

468.4

1,433

歯科等以外 歯科等 合計

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数 13.3

必要歯科医師数

必要薬剤師数

445.1

1,350

16

83.1１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

施設名 床面積 主要構造

876.3

125

2

282

集中治療室
645

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

50

全自動マイクロプレートEIA分析装置

設備概要

病床数 心電計

病理解剖室

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

床面積

床面積

細菌検査室

共用する室名

病理検査室

蔵書数

404

9,500

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

凍結組織切片作製装置

写真撮影器具

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

研究室

講義室

図書室

10

病床数 21216

0

Anoxomat MarkⅡ（細菌診断装置）

1

収容定員



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

宗村 和広 信州大学経法学部教授
法律に関する

識見を有する者
1

土屋 恭子 医療を受ける者 2

利害
関係

委員の要件
該当状況

田内 克典
社会医療法人財団慈泉
会相澤病院 病院長

医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

算出
根拠

紹介率 71.5

13,748

11,834

1,431

16,560

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

91.7 逆紹介率



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

122人

34人

19人

10人

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

5

186人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

子宮内細菌叢検査2（子宮内フローラ検査）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内細菌叢検査1（EMMA/ALICE）

子宮内膜受容能検査1（ERA）

子宮内膜受容能検査２（ERPeak）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

1

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 ハイブリッド手術室での脊柱側弯症手術 取扱患者数 38

当該医療技術の概要

医療技術名 血管奇形に対する硬化療法 取扱患者数 17

当該医療技術の概要

医療技術名 顔面骨骨切り術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 リンパ管静脈吻合術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 マイクロサージャリーによるがん切除後の再建手術 取扱患者数 48

当該医療技術の概要

医療技術名 キムリア療法 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 遺伝子改変T細胞療法 取扱患者数 13

当該医療技術の概要

医療技術名 肺癌におけるサルベージ手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援鏡視下肺葉切除 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援鏡視下縦隔腫瘍手術 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

複雑な先天異常の顔面骨異常に対し、術前３D骨模型を用いた計画のもと、骨切り術を施行している。

リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術を保存的療法に加えて施行している。

悪性腫瘍手術により広範に切除された組織を再建するためにマイクロサージャリーを行う。

難治性白血病に対するCAR-T細胞製剤による治療。20程度の認定施設でしか実施できない。

難治性血液腫瘍に対する免疫細胞治療。

高度の医療の提供の実績

ハイブリッド手術室でロボテックC-ａｒｍにより撮影されたＣｏｎｅ ｂｅａｍ ＣＴ画像で仮想現実を作り出し、術中ＣＴナビゲー
ションによる側弯症手術を行う。コンピュータナビゲーションシステムを利用して椎弓根スクリューを挿入し安全に側弯症手
術を行う。

リンパ管奇形のみならず、動静脈奇形、静脈奇形にも放射線科と連携して硬化療法を施行している。

進行肺癌に対する初回治療で，手術適応無しと判断され薬物療法や放射線化学療法が行われた後の経過において，局
所再発等に対し外科的切除の適応と判断した症例に対する根治的治療（サルベージ手術）を行った。薬物療法などの進歩
に伴い，近年その有用性が報告され始めた手術であるが，初回治療の影響により，局所の癒着や硬化が強く，高難度な手
術である。

Intuitive 社のda Vinci を用いたロボット支援下の肺癌に対する肺葉切除術。現在保険適用とはなっているが，術者・助手と
もにIntuitive社のSertificateが必要であり，高度な手術である。

Intuitive 社のda Vinci を用いたロボット支援下の縦隔腫瘍（胸腺上皮性腫瘍や縦隔神経原性腫瘍など）に対する切除術。
現在保険適用とはなっているが，術者・助手ともにIntuitive社のSertificateが必要であり，高度な手術である。

（様式第2）



医療技術名 小型肺癌に対するRFID技術を用いた術前マーキング法 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援鏡視下肺区域切除 取扱患者数 53

当該医療技術の概要

医療技術名 CAD/CAM冠への置換 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 口蓋補助床 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 広範囲顎骨支持型装置 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット補助下子宮体癌手術 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下広汎（準広汎ふくむ）子宮全摘術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット補助下子宮良性腫瘍手術 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット補助下仙骨膣固定術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 ハイブリッド手術室にて帝王切開同時子宮摘出術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 胸腔鏡下食道癌手術 取扱患者数 17

当該医療技術の概要

放射線治療（口腔を含む）を受ける患者の金属補綴物をCAD/CAM冠への置換へ置換することにより、放射線粘膜炎が軽減できる。

口蓋補助床（PLP、PAP）を用いることにより、嚥下、発音機能を改善する。

顎骨欠損、吸収が強い症例にインプラントを用いた義歯を作製し、機能報告させる。

骨盤膀胱脱に対してロボット（ダ・ヴィンチ手術システム）支援下に行う低侵襲手術。

胸腔鏡下にて食道癌手術を行う。

術中に蝕知不可能な小型肺病変に対し，現在CTガイド下のフックワイヤーを用いたVATSマーカー留置を施行しているが，
空気塞栓による脳梗塞のリスクなどがあるとされる。今回，気管支鏡化にICチップを数カ所留置し，術中にプローベを用い
てチップの位置を同定しながら手術を行うRFID（Radiofrequency identification）技術を用いて小型肺癌や転移性肺腫瘍に
対して切除を施行した。本技術はこれまで数施設のみ，世界でも（当科で1例目実施時）15例程度のみにしか行われていな
い技術である。

Intuitive 社のda Vinci を用いたロボット支援下の肺癌に対する肺区域切除術。現在保険適用とはなっているが，術者・助
手ともにIntuitive社のSertificateが必要であり，ロボット支援鏡視下肺葉切除と同等、もしくはそれ以上に高度な手術であ
る。

開腹手術や腹腔鏡下手術で行っていた子宮体癌IA期に対する手術をロボット（ダ･ヴィンチ手術システム）支援下に行う。
執刀はダ･ヴィンチ手術システムの使用のためにIntuitive Surgical社による認定ライセンスを受けた医師が行う。

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る）の登録施設において、子宮頸癌のＩＡ２期、ⅠＢ1期、ⅡＡ1期に適用され
る技術であり、腹腔鏡で行うことで開腹手術と比較して低侵襲で施行できる。

開腹手術や腹腔鏡下手術で行っていた子宮の良性疾患（子宮筋腫や子宮腺筋症）に対する手術をロボット（ダ･ヴィンチ手
術システム）支援下に行う。

癒着胎盤手術では帝王切開に続いて子宮摘出術を要するが、術中の多量出血により致死的になる場合がある。事前に判
明している場合では、ハイブリッド手術室を用いて手術開始前に内腸骨動脈バルーンカテーテルを留置、手術中の出血量
を減少させ、子宮摘出時の術中出血をコントロールできる安全な術中管理が可能である。



医療技術名 ロボット支援下直腸癌手術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下胃切除術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肝移植術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 血液型不適合生体肝移植術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 肝腎同時移植 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 デュアルグラフト生体肝移植 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 薬剤徐放型電極を用いた人工内耳植込術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 心筋症に対する補助人工心臓 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 中心性漿液性脈絡網膜症に対する光線力学療法 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

医療技術名 フローダイバーター（パイプライン、フレッド）留置術 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 スマート治療室における脳腫瘍手術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

ロボット支援下に直腸癌手術を行う。

ロボット支援下に胃癌手術を行う。

光感受性物質を点滴し，レーザーを照射する治療。

大型かつ広頚の脳動脈瘤に対して行う治療法である。コイルを用いないので、動脈瘤の縮小が期待できる。

末期肝不全患者に対する臓器移植術。

末期肝不全患者に対する臓器移植術。

生体肝移植術のうち，血液型が不一致不適合の生体ドナーから提供された肝臓を移植する技術で，免疫抑制剤にリツキ
シマブを追加し，脾摘を加える。

肝臓移植と腎移植を同一患者に同時に行う。

ドナー2人からそれぞれ肝を切除し、1人のレシピエントに移植する。

高度難聴に対する人工内耳手術は蝸牛に人工内耳電極を留置するが、本診療では蝸牛内への電極挿入による急性期の
炎症、および慢性期の線維化の抑制を目的として開発された「薬剤徐放型人工内耳」を用いて手術を実施する。「薬剤徐
放型人工内耳」は通常人工内耳電極に合成抗炎症性グルココルチコイドの一種であるデキサメタゾンを徐放するコーティ
ングを行った製品である。コーティング以外の人工内耳電極は既承認品であるMED-EL社製 SYNCHRONY2 FLEX28と完
全に同一である。また手術手技は通常の人工内耳植込術と同様である。また本診療は臨床研究「薬剤徐放型人工内耳の
有効性・安全性の探索的研究」（信州大学医学部 臨床研究審査委員会にて承認済）として実施された。

心筋症における末期心不全において補助人工心臓を用いて補助を行う。

術中MRIおよび情報統合ミドルウェアを用いた脳腫瘍手術。



医療技術名 てんかん外科手術 取扱患者数 19

当該医療技術の概要

医療技術名 マイクロアレイ染色体検査 取扱患者数 31

当該医療技術の概要

医療技術名 結合織疾患の次世代シークエンス解析 取扱患者数 73

当該医療技術の概要

医療技術名 知的障害の次世代シークエンス解析 取扱患者数 18

当該医療技術の概要

医療技術名 デスモプレッシン点鼻療法 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 てんかんの次世代シークエンス解析 取扱患者数 12

当該医療技術の概要

医療技術名 循環器疾患の次世代シークエンス解析 取扱患者数 80

当該医療技術の概要

医療技術名 先天異常症候群の次世代シークエンス解析 取扱患者数 25

当該医療技術の概要

医療技術名 エキシマレーザーを用いた下腿動脈形成術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 エキシマレーザーを用いた心内リード抜去術 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 重症下肢虚血に対する自家骨髄単核球細胞移植 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 がん遺伝子パネル検査に基づくプレシジョンメディシン 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

エキシマレーザーはキセノンを媒質として発生するレーザー光で、カテーテル先端からエキシマレーザーを照射することに
より、生体組織に熱損傷をきたすことなくプラーク病変を蒸散させ、閉塞した血管を開通することができる。下肢動脈の高度
狭窄病変に対してエキシマレーザーを用いた血管形成術を実施している。

ペースメーカーやICDを植え込んだ後、感染症の合併により植え込んだリードを抜去する必要がある場合がある。これまで
はリードの抜去に開心術が必要で患者の負担が大であったが、エキシマレーザーを用いることにより開心術を行うことなく
リード抜去を実施している。

重症下肢虚血患者の骨髄液を採取し、精製濃縮した後に患肢に投与する治療。

甲状腺癌において、がん遺伝子パネル検査に組織の一部を提出し、遺伝子の変異を確認して適切な治療を選択する。

D4ST欠損を伴うエーラースダンロス症候群患者の巨大皮下血腫に対して，デスモプレッシン点鼻療法を行い，良好な経過
を導き出している。

てんかんの遺伝子解析を行っている。

次世代シークエンサーを用い，循環器疾患（心筋症、QT延長症候群等）患者を対象に多数の候補遺伝子を解析している。
心筋症に関する遺伝子解析の臨床応用に関しては日本初の試みである。

全国の小児病院と協力して、次世代シークエンサーを用いた多数の先天異常症候群の候補遺伝子を解析している。

難治性てんかんに対する外科手術。

マイクロアレイを用いて染色体微細構造の変化を解析し、患者DNAにおけるコピー数の変化を解析する。

次世代シークエンサーを用い，結合織疾患（マルファン症候群，エーラース・ダンロス症候群等）患者を対象に，54種の遺伝
子を解析している。

知的障害患者を対象に，次世代シークエンサーを用いて，知的障害関連の80種の遺伝子解析を行っている。



医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下前立腺摘除術 取扱患者数 77

当該医療技術の概要

医療技術名 人工尿道括約筋埋込術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術 取扱患者数 38

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援腹腔鏡下膀胱全摘除術 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 腎移植（生体および献腎） 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 経気管支凍結生検法 取扱患者数 28

当該医療技術の概要

医療技術名 被包化膵壊死に対する内視鏡的壊死組織除去術 取扱患者数 5

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡的乳頭切除術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 気管支鏡インターベンション 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波気管支鏡下針生検（EBUS-TBNA） 取扱患者数 55

当該医療技術の概要

医療技術名 CTガイド下気管支鏡検査 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波内視鏡下膵嚢胞ドレナージ術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 経口内視鏡的筋層切開術（POEM） 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

慢性腎不全患者に対する生体および献腎移植の実施。

daVinciシステムを使用した手術

前立腺癌術後の尿失禁に対する新しいdeviceを使用した手術

daVinciシステムを使用した手術

daVinciシステムを使用した手術

クライオプローブを用いて、肺組織を凍結させて採取する手技。通常の生検鉗子と比較して大きく良質な検体を採取するこ
とが可能である。

重症急性膵炎後の感染した壊死組織に対し、内視鏡的に瘻孔を形成し壊死組織を除去する治療。全県から信州大学に紹
介を受けている。

十二指腸乳頭腫瘍に対して内視鏡的に切除する治療。県内では信州大学医学部附属病院と佐久医療センターで治療が
行われている。

気道狭窄や気道出血などに対して、気管支鏡的に、バルーンや高周波治療（アルゴンプラズマ凝固法（ＡＰＣ）含む）を用い
た気道の拡張や、腫瘍切除を行う。また気道ステント留置も行っている。

気管・気管支周囲リンパ節などの病変に対して、超音波を用いてリアルタイムに、安全で確実な針生検を行うことができる。

ＣＴにて病変、気管支鏡の位置を確認しつつ検査を行うことで、ＣＴで指摘された病変から確実に組織検査を行うことができ
る。

超音波内視鏡下に経胃的に膵嚢胞を穿刺、ドレナージチューブやステントを留置する。

食道アカラシアに対する内視鏡を用いて筋層切開を行う新しい治療法。



医療技術名 消化管腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同切除（LECS） 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡下咽喉頭手術（ELPS） 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

医療技術名 十二指腸腫瘍に対する浸水下内視鏡的切除（Underwater EMR） 取扱患者数 25

当該医療技術の概要

医療技術名 体外式衝撃波結石破砕術（ESWL） 取扱患者数 22

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡的胆道鏡下結石破砕術 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 バルーン内視鏡を用いてERCP（内視鏡的逆行性膵胆管造営検査） 取扱患者数 49

当該医療技術の概要

医療技術名 クライオ生検 取扱患者数 28

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波内視鏡下胆管/膵管ドレナージ 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性腹水症に対する腹水濾過濃縮再静注法 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性自己免疫疾患に対する血漿交換療法 取扱患者数 22

当該医療技術の概要

医療技術名 集中治療における持続血液濾過透析とエンドトキシン吸着療法 取扱患者数 47

当該医療技術の概要

医療技術名 一酸化窒素療法 取扱患者数 28

当該医療技術の概要

衝撃波を発赤させる装置を用いて衝撃波エネルギーを体内の結石に照射し、細かく砕く治療。内視鏡での除去困難な膵石
に対して行う。

集中治療室における循環動態の不安定な患者に対して持続血液濾過透析やエンドトキシン吸着療法を行っている。

胃・胆道・膵術後症例における膵胆管疾患に対して、通常の内視鏡で膵胆管の造営検査が困難な場合にバルーン内視鏡
を用いることで検査が可能。

クライオプローブという冷却された器具を用いて、肺組織を凍結して採取する方法。

経乳頭あるい経吻合部からの胆管/膵管のドレナージ困難な症例に対して、超音波内視鏡下で経消化管的にドレナージを
行うもので、経皮的なドレナージや外科的な治療を回避し得る、より低侵襲な治療法。

癌腹膜播種や肝硬変などに伴う難治性腹水症に対し、当院では独自の手法による腹水濾過濃縮再静注法（DC-CART)を
行っている。この方法により腹水の全量排液、効率の良い蛋白回収率、低い合併症を実現している。

難治性自己免疫疾患に対し、疾患特性や患者の全身状態を考慮し様々な種類の血漿交換（単純血漿交換、二重膜濾過
血漿交換、血漿吸着療法）を選択し行っている。

経口胆道鏡下に電気水圧衝撃波を用いて、従来の方法で除去困難な胆管結石を除去する治療。

肺高血圧を伴う心臓手術後患者に対する治療。

内視鏡のみで切除困難な消化管発生の粘膜下腫瘍や十二指腸腫瘍などに対して腹腔鏡と内視鏡両方を用いて安全に腫
瘍を切除できる治療法。

早期の咽頭・喉頭腫瘍に対して、耳鼻科医による喉頭展開下に行う内視鏡的な腫瘍切除術。通常の手術と比較して低侵
襲な治療法。

早期の十二指腸腫瘍に対して、腸管内浸水状況下に内視鏡的に粘膜切除を行う方法。従来の内視鏡的粘膜下層剥離術
（ESD）と比較して安全性が非常に高く腫瘍の切除が可能である。



医療技術名 体外補助循環 取扱患者数 11

当該医療技術の概要

医療技術名 体外補助循環 取扱患者数 28

当該医療技術の概要

医療技術名 体外補助循環 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 73

取扱い患者数の合計（人） 1,205

心不全，呼吸不全を伴う重症患者に対するサポート治療。インペラを用いた治療。

心不全を伴う重症患者に対するサポート治療。大動脈バルーンパンピングを用いた治療。

心不全，呼吸不全を伴う重症患者に対するサポート治療。PCPS，ECMOを用いた治療。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 72 下垂体性ADH分泌異常症 10
2 筋萎縮性側索硬化症 14 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
3 脊髄性筋萎縮症 7 74 下垂体性PRL分泌亢進症 3
5 進行性核上性麻痺 4 75 クッシング病 6
6 パーキンソン病 111 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 36
7 大脳皮質基底核変性症 3 78 下垂体前葉機能低下症 65
8 ハンチントン病 1 79 家族性高コレステロール血症(ホモ接合体) 4
10 シャルコー･マリ一一トウース病 6 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
11 重症筋無力症 78 84 サルコイドーシス 55
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 68 85 特発性間質性肺炎 78

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
28 86 肺動脈性肺高血圧症 33

15 封入体筋炎 2 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 33
16 クロウ･深瀬症候群 5 89 リンパ脈管筋腫症 9
17 多系統萎縮症 6 90 網膜色素変性症 14
18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く｡） 60 91 バッド･キアリ症候群 3
19 ライソソーム病 19 92 特発性門脈圧亢進症 2
21 ミトコンドリア病 9 93 原発性胆汁性胆管炎 57
22 もやもや病 18 94 原発性硬化性胆管炎 5
28 全身性アミロイドーシス 205 95 自己免疫性肝炎 12
30 遠位型ミオパチー 2 96 クローン病 114
34 神経線維腫症 34 97 潰瘍性大腸炎 154
35 天疱瘡 12 98 好酸球性消化管疾患 5
37 膿疱性乾癬(汎発型) 7 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
38 スティーヴンス･ジョンソン症候群 1 104 コステロ症候群 1
40 高安動脈炎 13 105 チャージ症候群 2
41 巨細胞性動脈炎 2 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
42 結節性多発動脈炎 7 107 全身型若年性特発性関節炎 6
43 顕微鏡的多発血管炎 22 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 15 111 先天性ミオパチー 1
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 15 113 筋ジストロフィー 17
46 悪性関節リウマチ 5 115 遺伝性周期性四肢麻痺 1
47 バージャー病 3 116 アトピー性脊髄炎 1
49 全身性エリテマトーデス 246 117 脊髄空洞症 2
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 112 118 脊髄髄膜瘤 3
51 全身性強皮症 78 122 脳表ヘモジデリン沈着症 1

52 混合性結合組織病 48 124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1

53 シェーグレン症候群 31 130 先天性無痛無汗症 3
54 成人スチル病 17 131 アレキサンダー病 1
55 再発性多発軟骨炎 2 137 限局性皮質異形成 1
56 ベーチェット病 80 141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 2
57 特発性拡張型心筋症 83 143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1
58 肥大型心筋症 25 144 レノックス･カストー症候群 1
59 拘束型心筋症 1 145 ウエスト症候群 1
60 再生不良性貧血 19 151 ラスムッセン脳炎 1

61 自己免疫性溶血性貧血 9 154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
2

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3 158 結節性硬化症 12
63 特発性血小板減少性紫斑病 24 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む｡） 7
64 血栓性血小板減少性紫斑病 3 163 特発性後天性全身性無汗症 5
65 原発性免疫不全症候群 16 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
66 lgA腎症 34 167 マルフアン症候群 42
67 多発性嚢胞腎 36 168 エーラス･ダンロス症候群 40
68 黄色靭帯骨化症 3 171 ウィルソン病 4
69 後縦靭帯骨化症 60 172 低ホスファターゼ症 1
70 広範脊柱管狭窄症 14 179 ウィリアムズ症候群 2
71 特発性大腿骨頭壊死症 48 181 クルーソン症候群 1

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
188 多脾症候群 1 330 先天性気管狭窄症 2
189 無脾症候群 5 331 特発性多中心性キャッスルマン病 13
193 プラグ一一ウィリ症候群 1
202 スミス･マギニス症候群 1
203 22q11.2欠失症候群 3
207 総動脈幹遺残症 1
208 修正大血管転位症 3
209 完全大血管転位症 6
210 単心室症 4
211 左心低形成症候群 4
212 三尖弁閉鎖症 6
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 6
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 3
215 ファロー四徴症 13
216 両大血管右室起始症 14
217 エプスタイン病 3
218 アルポート症候群 4
220 急速進行性糸球体腎炎 6
221 抗糸球体基底膜腎炎 1
222 一次性ネフローゼ症候群 29
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
224 紫斑病性腎炎 2
226 間質性膀胱炎(ハンナ型) 1
227 オスラー病 8
229 肺胞蛋白症(自己免疫性又は先天性) 2
236 偽性副甲状腺機能低下症 2
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 7
248 グルコーストランスポーター1欠損症 1
249 グルタル酸血症1型 1
257 肝型糖原病 1
263 脳腱黄色腫症 1
266 家族性地中海熱 13
271 強直性脊椎炎 21
274 骨形成不全症 2
279 巨大静脈奇形(頚部囗腔咽頭びまん性病 1
280 巨大動静脈奇形(頚部顔面又は四肢病変) 2
281 クリツペル･トレノネー･ウェーバー症候群 1
283 後天性赤芽球癆 2
284 ダイアモンド･ブラックファン貧血 1
286 遺伝性鉄芽球性貧血 1
288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 7

291
ヒルシュスプルング病(全結腸型又は小腸

型)
1

296 胆道閉鎖症 7
297 アラジール症候群 2
298 遺伝性膵炎 1
300 lgG4関連疾患 15
304 若年発症型両側性感音難聴 1
306 好酸球性副鼻腔炎 47
309 進行性ミオクローヌスてんかん 1

315
ネイルパテラ症候群(爪膝蓋骨症候

群)/LMXIB関連腎症
1

318 シトリン欠損症 10
319 セピアプテリン還元酵素(ＳＲ)欠損症 1
325 遺伝性自己炎症疾患 1
329 無虹彩症 1
（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 167
合計患者数（人） 2,943



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・無菌治療室管理加算１ 　・救命救急入院料３

　・無菌治療室管理加算２ 　・特定集中治療室管理料１

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合） 　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・緩和ケア診療加算 　・新生児特定集中治療室管理料１

　・精神科身体合併症管理加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・摂食障害入院医療管理加算 　・小児入院医療管理料４

　・栄養サポートチーム加算 　・看護職員処遇改善評価料６９

　・医療安全対策加算１ 　・入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）

　・感染対策向上加算１ 　・

　・ハイリスク分娩管理加算 　・

　・データ提出加算

　・排尿自立支援加算

　・地域医療体制確保加算

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・

　・

　・重症者等療養環境特別加算 　・救命救急入院料２

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・患者サポート体制充実加算 　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療に係る基準

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算２

　・特定機能病院入院基本料　一般病棟７対１入院基本料

　・特定機能病院入院基本料　精神病棟７対１入院基本料

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・療養環境加算

　・入退院支援加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・術後疼痛管理チーム加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経
鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴
うもの）

　・がん患者指導管理料ニ 　・網膜再建術

　・がん患者指導管理料ハ
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・外来緩和ケア管理料 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・人工中耳植込術

　・小児運動器疾患指導管理料
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・婦人科特定疾患治療管理料
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）

　・腎代替療法指導管理料
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・一般不妊治療管理料 　・顎関節人工関節全置換術（歯科）

　・生殖補助医療管理料１ 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・下肢創傷処置管理料
　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モ
ニタリング加算

　・角結膜悪性腫瘍切除術

　・糖尿病合併症管理料
　・治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジ
ストロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

　・がん患者指導管理料イ
　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・がん性疼痛緩和指導管理料
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・がん患者指導管理料ロ 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・外来栄養食事指導料の注３に規定する基準
　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（過活動膀胱）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

　・外来栄養食事指導料の注２に規定する基準
　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便失禁）

高度の医療の提供の実績

　・院内トリアージ実施料
　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・外来放射線照射診療料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・連携充実加算
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

（様式第2）



　・染色体検査の注２に規定する基準
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・遺伝学的検査
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

　・ニコチン依存症管理料
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加
算

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支援
機器を用いる場合）

　・がん治療連携計画策定料
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える
もので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・外来排尿自立指導料 　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・内視鏡下筋層切開術

　・こころの連携指導料（Ⅱ）
　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

　・薬剤管理指導料 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・地域連携診療計画加算 　・胸腔鏡下弁形成術

　・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 　・胸腔鏡下弁置換術

　・医療機器安全管理料１
　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に規定する遠
隔モニタリング加算

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・医療機器安全管理料２ 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・精神科退院時共同指導料１及び２
　・不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・歯科治療時医療管理料 　・磁気ナビゲーション加算

　・禁煙治療補助システム指導管理加算 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・骨髄微小残存病変量測定 　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・がんゲノムプロファイリング検査 　・補助人工心臓

　・先天性代謝異常症検査 　・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・経皮的下肢動脈形成術



　・ポジトロン断層撮影
　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影
　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・国際標準検査管理加算
　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・遺伝カウンセリング加算
　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・胎児心エコー法 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・ヘッドアップティルト試験
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・画像診断管理加算１
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・画像診断管理加算２ 　・同種死体腎移植術

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・腹腔鏡下肝切除術

　・長期脳波ビデオ同時記録検査１ 　・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

　・神経学的検査 　・生体部分肝移植術

　・補聴器適合検査 　・同種死体肝移植術

　・全視野精密網膜電図 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・ロービジョン検査判断料 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・コンタクトレンズ検査料１ 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・内服・点滴誘発試験 　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算
　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及
び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・経気管支凍結生検法 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・精密触覚機能検査
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

　・画像診断管理加算３ 　・生体腎移植術



　・全身ＭＲＩ撮影加算 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・心臓ＭＲＩ撮影加算
　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・乳房ＭＲＩ撮影加算
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・頭部ＭＲＩ撮影加算 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・外傷全身ＣＴ加算 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・肝エラストグラフィ加算 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・体外式膜型人工肺管理料

　・外来化学療法加算１ 　・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・無菌製剤処理料
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 　・輸血管理料Ⅰ

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・コーディネート体制充実加算

　・がん患者リハビリテーション料 　・自己生体組織接着剤作成術

　・リンパ浮腫複合的治療料 　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・同種クリオプレシピテート作製術

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 　・周術期薬剤管理加算

　・多血小板血漿処置 　・放射線治療専任加算

　・エタノールの局所注入（甲状腺） 　・外来放射線治療加算

　・エタノールの局所注入（副甲状腺） 　・高エネルギー放射線治療

　・児童思春期精神科専門管理加算 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・療養生活環境整備指導加算 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・療養生活継続支援加算 　・歯周組織再生誘導手術

　・精神科作業療法 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・医療保護入院等診療料 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・人工腎臓 　・一回線量増加加算

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）



　・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電
極による場合）に限る。）

　・

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・歯科技工加算１及び２
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・センチネルリンパ節加算
　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

　・皮膚移植術（死体） 　・デジタル病理画像による病理診断

　・自家脂肪注入 　・病理診断管理加算２

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する
糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・定位放射線治療

　・椎間板内酵素注入療法 　・

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・

　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。） 　・

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 12

剖検率（％） 4.15

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

週１回の検討会…6件
1ヶ月に1回の検討会…2件

　・

　・

剖　検　の　状　況

高度の医療の提供の実績

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

(注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 小計　36

日本学術振興会

日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

脊柱アライメント不良者の動的バランス評価：一般住民対象スク
リーニング法の開発

池上　章太 リハビリテーション部 650,000 日本学術振興会

日本学術振興会根岸　達哉 臨床検査部 410,000

唾液バイオマーカーは術後せん妄の新たな予測因子となりうる
か

福家　愛（志村愛）心臓血管外科 390,000 日本学術振興会

CD8制御性T細胞による臓器移植後免疫寛容をめざした革新的
細胞移入療法の開発

野竹　剛 消化器外科 130,000

ステントグラフト留置後瘤径拡大の解明-位相差X線CT法による
微細構造の検討-

山本　高照 心臓血管外科 910,000

新たに合成した子宮内膜癌に対する抗腫瘍性化合物の作用機
序の解明

山田　靖 産科婦人科 1,690,000 日本学術振興会

新規骨肉腫治療薬の開発　スクレロスチンの作用機序・作用
点・抗癌剤との併用効果解析

岡本　正則 整形外科 780,000

喘息・COPD患者の包括的な治療応答性評価に基づくプレシ
ジョンメディスンの構築

平井　啓太 薬剤部 1,300,000 日本学術振興会

SIRT1を標的とした新規卵巣癌治療の有効性の検討 浅香　亮一 分娩部 1,430,000 日本学術振興会

Radiomics解析を用いた原発性アルドステロン症の病変局在判
定モデルの開発

塚原　嘉典 放射線科 390,000 日本学術振興会

重症度の異なるゲノム編集マウスを用いた筋ジストロフィー重症
化機序に関する研究

宮崎　大吾 脳神経内科 1,430,000 日本学術振興会

知的発達症におけるヒストンリジンメチル化の役割の解明 高野　亨子 遺伝子医療研究センター 1,170,000 日本学術振興会

アレルギー性輸血副反応発症機序の全貌解明を目指した患者
因子ならびに製剤因子の解析

柳沢　龍 輸血部 1,430,000 日本学術振興会

膵島移植における新規β細胞増殖培養技術の開発 三田　篤義 移植外科 910,000 日本学術振興会

Autophagy-脂肪酸代謝クロストーク変調が腎障害に及ぼす影
響についての解析

上條　祐司 血液浄化療法部 1,300,000 日本学術振興会

新規画像処理ソフトを用いた人工知能による「くも膜下出血発症
予測システム」の開発

小山　淳一 脳血管内治療センター 780,000 日本学術振興会

免疫細胞を標的とした新たな遷延性術後痛メカニズムの解明と
治療戦略

石田　公美子（松尾公美子）麻酔科蘇生科 1,040,000 日本学術振興会

AI機能搭載クラウド型患者情報共有システムの開発と難病医療
支援体制構築への応用

日根野　晃代 脳神経内科 1,820,000 日本学術振興会

ハイスピードビデオカメラを用いた流体力学的排尿機能解析法
の開発

皆川　倫範 泌尿器科 1,690,000 日本学術振興会

がん病態時におけるオレキシン受容体拮抗薬の体内動態及び
臨床効果の個人差要因の解明

内藤　隆文 薬剤部 1,690,000 日本学術振興会

高齢心疾患患者の入院から退院後1年間のフレイル変化の実
態と予後に関する研究

山本　周平 リハビリテーション部 910,000 日本学術振興会

小児固形がんに対するCAR-T細胞とリポソーム化mRNAワクチ
ンによる複合免疫療法の開発

齋藤　章治 小児科 1,430,000 日本学術振興会

IgG4関連冠動脈周囲炎の因子解明と長期経過による冠動脈径
の変化の研究

高橋　正明 放射線科 1,820,000 日本学術振興会

慢性心筋梗塞に対する自家iPS細胞由来心筋細胞移植による
心筋再生療法の実用化開発

市村　創 心臓血管外科 2,340,000 日本学術振興会

バリア機能障害機序とアトピー性皮膚炎発症の関連メカニズム
の解明

小川　英作 皮膚科 1,300,000 日本学術振興会

三島　修治 呼吸器外科 2,210,000 日本学術振興会

日本学術振興会

Nav1.7阻害薬の局所麻酔薬としての鎮痛作用および運動機能
への影響の検討

伊藤　真理子 麻酔科蘇生科 1,950,000

1,820,000 日本学術振興会

小細胞肺癌に対する二重特異性Ligand型CAR-T細胞を用いた
新規治療法の開発

原　大輔 呼吸器外科 2,340,000 日本学術振興会

関節炎の骨髄内病変は痛みの原因か？：骨髄指向性鎮痛法の
開発

石田　高志 麻酔科蘇生科

牛木　淳人 呼吸器・感染症内科 1,950,000

成人ASDのうつ状態合併のリスク

日本学術振興会

新規心不全治療薬の体内動態の個人差解明に基づく最適投与
法の構築

小池　彩花 薬剤部 480,000

急性大動脈解離の病態における好中球細胞外トラップの関与 藤村　哲士 臨床検査部 480,000

Small-colony variantsが発育可能な薬剤耐性菌スクリーニング
寒天培地の開発

日本学術振興会

人工膝関節置換術後の後十字靭帯の病理組織学的解析と術
式決定法の開発

堀内　博志 リハビリテーション部 1,690,000 日本学術振興会

金子　智喜 放射線科 260,000

肺癌に対する多重機能性新規CAR-T細胞療法の開発

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

心不全・不整脈発症の予後予測を可能にする次世代遠隔モニ
タリング・システムの開発

岡田　綾子 循環器内科 1,560,000

唾液PRPsの加齢に伴う心腎血管病の新規バイオマーカー・治
療標的としての意義

樋口　智子 リハビリテーション部 1,300,000

薬剤性間質性肺炎のスコアリングシステムによる診断基準の構
築とバイオマーカーの同定

（様式第3）
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根治切除不能な甲状腺未分化がんに対するニボルマブとレン
バチニブ併用療法の第II相試験（NAVIGATION試験）

伊藤　研一 乳腺内分泌外科 800,000
国立研究開発法人国
立がん研究センター

眼科 1,430,000

日本学術振興会

日本学術振興会

脳波Phase Amplitude Coupling解析を利用した麻酔深度モニ
ターの開発

76,730,000

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

（AMED）

CD116 陽性急性骨髄性白血病および若年性骨髄単球性白血
病を対象とする非ウイルス遺伝子改変GMR CAR-T細胞のFIH
医師主導治験（AMED）

中沢　洋三 小児科 100,100,000

日本学術振興会

遅発性カタトニアの新規疾患原因遺伝子変異の探索と包括的
遺伝子解析

石田　紗永子（横塚紗永子）精神科神経科 1,560,000

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

（AMED）

IL-12発現型がん理療用ウイルスを用いた悪性黒色腫に対する
革新的ウイルス免疫療法開発（AMED橋渡し研究プログラム）

奥山　隆平 皮膚科 103,000,000

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

（AMED）

HER2陽性の再発・進行骨・軟部肉腫及び婦人科悪性腫瘍を対
象とする非ウイルス遺伝子改変HER2 CAR-T細胞の臨床第Ⅰ
相医師主導治験（AMED）

中沢　洋三 小児科 75,920,000

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

（AMED）

イメージングデータを用いた皮膚がん診断ソリューション開発
（AMED）

奥山　隆平 皮膚科

日本学術振興会

トロンボスポンジン2を介した新規肝線維化メカニズムの解明 木村　岳史

胸腺腫および関連自己免疫疾患におけるT細胞の網羅的遺伝
子解析による免疫異常の解明

川上　徹 血液内科 260,000 日本学術振興会

児童思春期の神経性やせ症を対象とした日本版マルチファミ
リーセラピーの開発

公家　里依 子どものこころ診療部 1,950,000

分葉状頸管腺過形成から子宮頸部胃型粘液性癌発癌過程の
解明

井田　耕一 産科婦人科 1,560,000

脳腫瘍の組織・解剖学的所見、及びDNA量を相関解析するため
の新統合システムの確立

藤井　雄 脳神経外科 520,000 日本学術振興会

固形がん患者の歯周状態とがん免疫監視機構との関連性に関
する検討

酒井　洋徳 特殊歯科・口腔外科 260,000 日本学術振興会

日本学術振興会

アンジオテンシンII受容体/βアレスチン経路の腎形成における
未知の制御機構の解明

松岡　大輔 小児科 1,430,000 日本学術振興会

KRAS変異G12C、G12D選択阻害剤の耐性メカニズムの解明 北沢　将人 消化器外科 910,000 日本学術振興会

循環器内科 520,000

骨肉腫に対するスクレロスチンの抗腫瘍効果機序の解明 出田　宏和 整形外科 2,340,000

心臓交感神経求心路を標的とした心不全進展抑制における
TRPV1の意義の解明

吉江　幸司 循環器内科 1,430,000

重症虚血肢に対する脂肪幹細胞移植と血管内治療における表
面マーカーの検討

加藤　太門

狭窄性腱鞘炎における加齢と閉経が及ぼす複合的な影響の解
明

岩川　紘子 整形外科 1,430,000

脳クロスモーダル可塑性に基づく効果的な人工内耳術後リハビ
リテーション法の開発

品川　潤 耳鼻咽喉科頭頸部外科 3,510,000

機械学習によるテーラーメイド型院内急変予測モデルの開発

肺癌の経気腔進展（STAS）における転移機序の解明 江口　隆 呼吸器外科 260,000

1,560,000

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

敗血症患者に対する専従理学療法士配置による早期リハビリ
テーション効果の検討

酒井　康成 リハビリテーション部 650,000

トリプルネガティブ乳癌に対する局所エピジェネティック治療を用
いた免疫療法の創出

大場　崇旦 乳腺内分泌外科

ヒトiPS細胞由来心筋細胞の新規移植方法の開発 小林　秀樹 循環器内科 390,000

肺癌に対する非ウイルス遺伝子改変CAR-T細胞を用いた新規
治療法の開発

三浦　健太郎 呼吸器外科 130,000

日本学術振興会

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

（AMED）

早期爪部メラノーマに対するソフトウェア単体診断補助プログラ
ムの有効性を検証する臨床性能試験（AMED）

皆川　茜 皮膚科 21,979,100

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

上條　泰 高度救命救急センター 1,040,000

妊婦・授乳婦における新規不眠症治療薬の母乳/胎盤移行性と
個人差要因の解明

小澤　秀介 薬剤部 1,560,000

循環器内科 780,000

心血管イメージングを用いたコルヒチンの冠動脈プラークに対す
る抗炎症作用の評価

植木　康志

パキコロイド関連疾患の病態解明と、AM-RAMP2系を標的とし
た治療法開発

柿原　伸次

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

新規画像処理ソフトを用いた人工知能による革新的「脳梗塞発
症予測システム」の開発

花岡　吉亀 脳神経外科 1,040,000

がんの骨転移における至適リハビリテーションシステムの構築 田中　厚誌 整形外科 1,690,000

側弯症モデルを用いた矯正手術に必要な椎弓根スクリュー挿入
領域と挿入密度の予測

大場　悠己 整形外科 1,430,000

田中　竜介

音声認識・言語情報処理技術を用いた術中教育モデルの確立 金谷　康平 脳神経外科

麻酔科蘇生科 2,210,000

1,950,000

ヒト骨芽細胞の網羅的抗体ライブラリ作製と発現タンパクに基づ
く細胞分化の解明

吉田　和薫 整形外科 1,430,000

日本学術振興会

日本学術振興会

消化器内科 1,430,000



2　論文発表等の実績

(１) 高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case Reports

3 Review

4 Case Reports

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

呼吸器･感染
症･アレルギー

内科

雑誌名・
出版年月等

High Alt Med Biol. 2023
Sep;24(3):186-192. doi:

10.1089/ham.2018.0052. Epub
2018 Nov 22.

脳神経外科

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

Tensho K,
Kumaki D,

Iwaasa T, et
al.

Kitamura S,
Horiuchi T.

脳神経外科

Yamazaki D,
Hanaoka Y,
Koyama JI,

et al.

Br J Neurosurg. 2023
Oct;37(5):1330-1332. doi:

10.1080/02688697.2020.18677
05. Epub 2020 Dec 30.

Br J Neurosurg. 2023
Dec;37(6):1786-1791. doi:

10.1080/02688697.2021.19102
01. Epub 2021 Apr 14.

発表者氏名
筆頭著者の特定機
能病院における所属 題名

Kinota F,
Droma Y,

Kobayashi N,
et al.

Uehara M,
Kuraishi S,

Ikegami S, et
al.

整形外科

Miyaoka S,
Yamazaki H,

Hayashi M, et
al.

整形外科

整形外科

J Spinal Cord Med. 2023
Jul;46(4):697-701. doi:

10.1080/10790268.2022.20273
22. Epub 2022 Feb 2.

J Orthop Sci. 2023
May;28(3):645-650. doi:

10.1016/j.jos.2022.03.007. Epub
2022 Apr 12.

Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc. 2023 Apr;31(4):1556-

1562. doi: 10.1007/s00167-
022-06996-3. Epub 2022 May

14.

Oyama K,
Ichinohe F,

Yamada A, et
al.

放射線科

Magn Reson Med Sci. 2023
Oct 1;22(4):477-485. doi:

10.2463/mrms.mp.2022-0035.
Epub 2022 Aug 23.

Kanaya K,
Horiuchi T.

脳神経外科

Acta Neurol Belg. 2023
Oct;123(5):1703-1707. doi:

10.1007/s13760-022-01959-4.
Epub 2022 Jun 8.

Nakajima Y,
Yuzuriha S,

Nagai F.
形成外科

Cleft Palate Craniofac J. 2023
Dec;60(12):1540-1545. doi:

10.1177/10556656221108851.
Epub 2022 Jun 17.

Implant removal following open
reduction and internal fixation for

distal radius fracture: A study
based on the Diagnosis Procedure

Combination database in Japan

Anatomical implications of the
subvastus approach on major
vascular injury during a distal

femoral osteotomy: a computed
tomographic venography study

Postoperative hematoma can be a
risk factor in delayed facial palsy

after vestibular schwannoma
resection via a retrosigmoid

approach: a retrospective single-
center cohort study

Longitudinal Morphological Changes
in the Mucosal Free Margin After

Unilateral Cleft Lip Repair

Optimal Temporal Resolution to
Achieve Good Image Quality and

Perform Pharmacokinetic Analysis
in Free-breathing Dynamic

Contrast-enhanced MR Imaging of
the Pancreas

The Contribution of Genetic
Variants of the Peroxisome

Proliferator-Activated Receptor-
Alpha Gene to High-Altitude
Hypoxia Adaptation in Sherpa

Highlanders

Superficial temporal artery
aneurysm with segmental arterial

mediolysis: a case report

Intraspinal canal platform system
for coil embolization of anterior

spinal artery aneurysm associated
with spinal cord arteriovenous

malformation: a case report and
literature review

Cervical myelopathy due to amyloid
deposition with accompanying

cardiac abnormalities
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10 Original Article

11 Case Reports

12 Original Article

13 Original Article

14 Review

15 Original Article

16 Original Article

17 Case Reports

18 Original Article

19 Original Article

20 Letter

Shimodaira
H, Tensho K,
Koyama S, et

al.

整形外科

Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc. 2023

Jun;31(6):2394-2405. doi:
10.1007/s00167-022-07180-3.

Epub 2022 Oct 1.

Effect of a new remnant-
preserving technique with

anatomical double-bundle anterior
cruciate ligament reconstruction on

MRI-based graft maturity: a
comparison cohort study

Tanaka S,
Kuge RI,

Nakano M, et
al.

保健学科
Work. 2023;74(2):515-530. doi:

10.3233/WOR-211144.

Okumura T,
Noguchi T,

Sekiguchi N,
et al.

内科学第二
Chemotherapy. 2023;68(2):87-
94. doi: 10.1159/000527377.

Epub 2022 Nov 3.

Outcomes of an interdisciplinary
return to work intervention

including occupational therapy for
mood and adjustment disorders: A

single-arm clinical trial

Clinical Analysis of Extrapulmonary
Neuroendocrine Carcinoma: A

Retrospective and Single
Institution Experience

Kumaki D,
Tensho K,
Iwaya M, et

al.

整形外科

Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc. 2023

Jun;31(6):2406-2411. doi:
10.1007/s00167-022-07185-y.

Epub 2022 Oct 7.
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（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

筆頭著者の特定機
能病院における所属

Watanabe H,
Hirai K,

Nakazawa Y,
et al.

薬剤部
Biol Pharm Bull.

2024;47(4):758-763. doi:
10.1248/bpb.b24-00026.

Effect of Enoxaparin and
Daikenchuto Coadministration on

Hepatic Disorder Markers in
Gynecological Cancer Patients

after Abdominal Surgery

Liu J, Fukuda
H, Kondo E,

et al.

特殊歯科・口腔
外科

PLoS One. 2024 May
10;19(5):e0302384. doi:

10.1371/journal.pone.0302384.
eCollection 2024.

Screening of aspiration pneumonia
using the modified Mallampati

classification tool in older adults

Moritani Y,
Shibazaki T,
Kobori H, et

al.

小児科

Clin Pediatr Endocrinol.
2024;33(2):82-86. doi:

10.1297/cpe.2023-0053. Epub
2024 Feb 23.

Furihata K,
Miyati T,

Ohno N, et
al.

放射線科

J Clin Imaging Sci. 2024 Apr
18;14:12. doi:

10.25259/JCIS_11_2024.
eCollection 2024.

Severely obese 14-year-old boy
with central sleep apnea several

years after head trauma

Immediate effect of upright position
on lumbar disc using multiposture

MRI: Preliminary results

Editorial: Ehlers-Danlos syndrome:
from bedside to bench



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

①「臨床研究に関する標準業務手順書」・・ 
「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」 

に基づいて、国立大学法人信州大学医学部・附属病院における研究者が主導して行う 
人を対象とする医学系研究の実施に必要な手続きと運営に関する手順を定めている。 
②「倫理審査申請の手順」・・倫理審査申請から承認、研究の実施までの流れを定めている。 
③「他の研究機関からの審査依頼に関する標準業務手順書」・・他の研究機関の長から人を対 
象とする医学系研究の審議を依頼された場合の手順を定めている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・ 規定の主な内容 

国立大学法人信州大学臨床研究に係る利益相反マネジメント規程による 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年数回（適宜） 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年数回（適宜） 

 ・研修の主な内容 

eAPRINのe-learning受講による教育研修 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

後期研修 

内科学（1）（呼吸器・感染症・アレルギー内科）大学院・専門医コース，呼吸器専門医・感染症

専門医・アレルギー専門医コース，内科（４）（糖尿病・内分泌代謝内科）大学院・研究コース

，臨床コース，一般循環器内科コース，循環器内科サブスペシャリティ取得コース，大学院・研

究コース，一般皮膚科コース，大学院・研究コース，皮膚科サブスペシャリティ取得コース，一

般産婦人科医学コース，研究コース，産婦人科サブスペシャリティ取得コース，麻酔科専門医コ

ース その１（卒後臨床研修２年終了後，大学院・学位取得），麻酔科専門医コース その２（卒

後臨床研修２年終了後、大学院・関連病院間連携），形成外科専門医コース，特殊歯科・口腔外

科アドバンストコース 

 

専攻医研修（基本領域） 

内科専門研修プログラム，精神科専門研修プログラム，小児科専門研修プログラム，皮膚科専門

研修プログラム，放射線科専門研修プログラム，外科専門研修プログラム，整形外科専門研修プ

ログラム，脳神経外科専門研修プログラム，泌尿器科専門研修プログラム，眼科専門研修プログ

ラム，耳鼻咽喉科頭頸部外科専門研修プログラム，産婦人科専門研修プログラム，麻酔科専門研

修プログラム，形成外科専門研修プログラム，救急科専門研修プログラム，リハビリテーション

科専門研修プログラム，臨床検査専門研修プログラム，病理専門研修プログラム 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         １５３人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

花岡 正幸 呼吸器・感染症

・ｱﾚﾙｷﾞｰ内科 

診療科長 ３５ 年  

梅村 武司 消化器内科 診療科長 ３０ 年  

上條 祐司 腎臓内科 専門診療科長 ３０ 年  

中澤 英之 血液内科 専門診療科長 ２８ 年  

関島 良樹 脳神経内科 診療科長 ３３ 年  

下島 恭弘 リウマチ・膠原

病内科 

専門診療科長 ２５ 年  

駒津 光久 糖尿病・内分泌

代謝内科 

診療科長 ３８ 年  

桑原 宏一郎 循環器内科 診療科長 ３３ 年  

鷲塚 伸介 精神科 診療科長 ３０ 年  

中沢 洋三 小児科 診療科長 ２８ 年  

奥山 隆平 皮膚科 診療科長 ３５ 年  

藤永 康成 放射線科 診療科長 ３１ 年  

副島 雄二 消化器外科 

移植外科 

小児外科 

診療科長 ３３ 年  

瀬戸 達一郎 心臓血管外科 診療科長 ２９ 年  



伊藤 研一 乳腺・内分泌外

科 

診療科長 ３６ 年  

清水 公裕 呼吸器外科 診療科長 ３１ 年  

髙橋 淳 整形外科 診療科長 ３２ 年  

堀内 哲吉 脳神経外科 診療科長 ３３ 年  

栗田 浩 特殊歯科・口腔

外科 

診療科長 ３７ 年  

小川 輝之 泌尿器科 副診療科長 ２５ 年  

村田 敏規 眼科 診療科長 ３８ 年  

工 穣 耳鼻咽喉科頭頸

部外科 

診療科長 ３０ 年  

塩沢 丹里 産科婦人科 診療科長 ３８ 年  

川真田 樹人 麻酔科蘇生科 診療科長 ３８ 年  

杠 俊介 形成外科 診療科長 ３５  年  

今村 浩 救急科 診療科長 ３７ 年  

堀内 博志 リハビリテーシ

ョン科 

職付・特定雇用診

療科長 

３２ 年  

上原 剛 病理診断科 職付・診療教授 ２７ 年  

上原 剛 臨床検査部 施設部長・職付・

診療教授 

２７ 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

○新人看護師、看護師ラダーに基づく研修、役割遂行に関する研修 

・研修の期間・実施回数 令和5年4月～令和6年3月、94回 

・研修の参加人数 延べ1,536名 

 

○ヨード造影剤の研修 

・研修の主な内容 ヨード造影剤の効果、副作用、投与に対する注意事項について 

・研修の期間 令和6年3月14日（木）～3月29日（金） （SafetyPlus Web講習） 

・研修回数 年1回実施  

・研修の参加人数 222人 

 

○放射線障害予防研修 

・研修の主な内容 種類、線量測定、人体への影響、職業被ばくの線量限度等の研修 

・研修の期間 令和6年4月22日（月）～5月17日（金） （業務端末視聴） 

・研修回数 年1回実施 

・研修の参加人数 743人 

 

○医療放射線安全利用の研修  

・研修の主な内容 医療被ばくの基本、放射線の正当化、防護の最適化等の研修 

・研修の期間 令和6年6月4日（火）～7月1日（金） （業務端末視聴） 

・実施回数 年1回実施  

・研修の参加人数 938人 

 

○MRI安全講習 

・研修の主な内容 磁場と電波の影響、吸着事故や火傷の防止、造影剤の副作用等の研修 

・研修の期間 令和6年6月4日（火）～7月1日（金）  （業務端末視聴） 

・実施回数 年1回実施  

・研修の参加人数 1,084人 

 

○人工心肺装置及び補助循環装置、人工呼吸器、血液浄化装置、除細動器、閉鎖式保育器の安

全使用のための研修 

・研修の期間・実施回数：人工心肺及び補助循環装置：12回、人工呼吸器：2回、 

血液浄化装置：3回、除細動器：2回、閉鎖式保育器：2回 

・研修の参加人数:人工心肺及び補助循環装置：170人、人工呼吸器：23人、 

血液浄化装置：50人、除細動器：24人、閉鎖式保育器：32人 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容 

①看護職の管理者（師長）：看護管理を語る会 小グループによる実践発表会（20分/人） 

②看護職の管理者（副看護師長）：PDPを使った問題解決 

③看護職の管理者（副看護師長）：組織分析  

・研修の期間・実施回数 

①12月～2月 全13回 



②6月～11月 全3回 

③6月～11月 全4回 

・研修の参加人数 

①延べ78名 ②延べ23名 ③延べ30名  

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

新人看護師フィジカルアセスメント 

 ・研修の期間・実施回数 

7月・1回 

 ・研修の参加人数 

12名 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 花岡 正幸 

  管理担当者氏名 副病院長（事務担当） 酒井 修 
総務課長 古澤 真紀 
経営管理課長 紙谷 康弘 
経営推進課長 宮尾 勇人 
医事課長 寺沢 隆 
医療支援課長 渡邉 拓矢 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ

る
事
項 

病院日誌 総務課 電子化されている諸記
録は、電子カルテシステ
ムおよび部門システム
内で管理している。 
紙媒体の諸記録は、診療
録管理室が管理する記
録保管庫で管理してい
る。 
また診療録の本院外へ
の持ち出しについては、
「信州大学医学部附属
病院診療録閲覧・貸出要
項」により禁止している
。 

各科診療日誌 診療録管理室 
処方せん  
手術記録  
看護記録  
検査所見記録  
エックス線写真  
紹介状  
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 （高度の医療技術の開
発及び評価の実績） 
電子化されている諸記
録は、事務部サーバー内
で管理している。 
紙媒体の諸記録は、事務
部の保管庫で管理して
いる。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営管理課 

高度の医療の研修の実績 医学部 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理室 
 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御室 電子化されている記録

は感染制御室及び医事

課医療安全係のシステ

ム内で管理している。 

かつ紙媒体でも学内ル

ールにより５年間保存

している。 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御室 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御室 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御室 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経営管理課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経営管理課 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理室 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

総務課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

総務課 

監査委員会の設置状況 医事課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

大学法人本部 

職員研修の実施状況 総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

副病院長（事務担当）　酒井　修
総務課長　古澤　真紀
経営管理課長　紙谷　康弘
経営推進課長　宮尾　勇人
医事課長　寺沢　隆
医療支援課長　渡邉　拓矢

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 　病院長　花岡　正幸

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

閲覧希望者より申請があった際には，総務課にて記録を閲覧させている。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 

規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有 

 
 ・ 指針の主な内容： 
  医療安全管理に関する基本的な考え方 
  医療安全管理のための組織に関する基本的方針 
  医療安全管理のための職員に対する研修の関する基本方針 
  医療安全管理の確保を目的とした改善のための方策に関する基本的事項 
  医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
  医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本事項（患者等に対する  

当該指針の閲覧に関する基本方針を含む） 
  患者からの相談への対応に関する基本方針 
  その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

  医療安全管理委員会の内規に基づき、本院で発生した医療事故の原因究明  
のための調査・分析。分液結果を活用した改善方策の立案・実施・周知おけ
る事項の審議を行う。方策の実施状況についての調査、見直しとして、委員
会構成員による関係部署の巡回等を行う。その他、重要な検討内容、患者へ
の対応状況を含めて管理者への報告を行う。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年107回 

 
 ・研修の内容（すべて）： 

部署医療安全管理者研修 
医療情報管理研修 
安全A 
安全B（安全Bから研修の完全オンライン化、視聴期間を計3回実施） 
医療従事者向け一時救命処置（BLS）研修 
非医療従事者向け一時救命処置（BLS）研修 
シミュレーション研修 部署での実践 
医療安全推進記念講演「医療安全の国際潮流について」 
事例検討会（M＆Mカンファレンス、RCA分析等） 
新規採用者医療安全職員研修      

  中途採用者医療安全職員研修 
  超音波ガイド下中心静脈穿刺研修 
  医療安全研修＠TERUMO Medical Pranex 
  新入職者対象 医療安全研修 
 

 
 

 1回 
 5回 
21回 
 3回 
 3回 
 3回 
11回 
 1回 
13回 
 1回 
23回 
 1回 
 1回 
 1回 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
  ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 
                 既定の名称「医療安全管理マニュアル」 
 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 

インシデントの発見者または当事者が入力した業務端末内のインシデ
ント報告システムにより、医療安全管理室でインシデントの発生を把握
する。部署医療安全管理者にも報告内容が自動的にメールにて通知され
る。 
影響レベル3b以上の事例については医療安全管理者のPHSあるいは公

用携帯電話に直接連絡が入る。また、発見通知入力により医療安全管理
室会議構成員に自動的にメールが送信される。インシデントレポート提
出と報告については、1日1回まとめて医療安全管理室から医療安全管理
室会議構成員にメール配信を行い、全員が確認している。 
毎週木曜日に医療安全管理室ミーティングを開催し、前週1週間分のイ

ンシデントレポート内容について検討している。 
事例の問題分析については、各部署で事例ごとに再発防止策を検討す

る。複数の職種や部署が関与する事例、繰り返し発生する事例について
は、医療安全管理室の指導の下、各部署とともに事例分析を行う。 
事例の改善策については、医療安全管理室ミーティングで毎週1回検討

を行っている。 
また、医薬品安全管理室及び医療安全管理室の連絡会議を月に1回開催

している。前述の会議、その他の会議により、各部署及び医療安全管理
室などで立案し、医療安全管理委員会で審議し改善策を決定している。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 

規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有 

 
  ・ 指針の主な内容： 

⚫ 医療関連感染対策に関する基本的な考え方 
⚫ 感染対策委員会の設置 
⚫ 医療関連感染対策に関する職員研修 
⚫ 医療関連感染発生時の対応 
⚫ 医療関連感染対策ガイドライン 
⚫ 患者等に対する当該指針の閲覧及び情報提供と説明に関する基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
・ 活動の主な内容： 
⚫ 抗菌薬使用動向報告 
⚫ JANIS検査部門還元情報報告/感染症レポート 
⚫ 医療関連感染に関する啓発及び職員研修の企画、実施 
⚫ 医療関連感染ガイドライン等の策定・改訂についての審議（エムポックス、C. difficile

、インフルエンザ） 
⚫ アウトブレイク事象についての対応、報告 
⚫ 職業感染対策（血液・体液曝露、結核接触者健診、ワクチン接種プログラム 等）について

の実施及び報告 
⚫ 医療関連感染サーベイランス（デバイス関連、耐性菌、プロセス 等）についての実施及び

報告 
⚫ 院内ラウンドの実施及び報告、改善活動報告、コンサルテーション対応 
⚫ 感染防止対策地域連携加算に基づく相互チェックの実施及び報告 
⚫ 新型コロナウイルス感染症の対応 
⚫ その他感染管理に関する事項の検討、審議、決定（病院フォーミュラリー、AST許可薬、職

員対象のB型肝炎抗体価検査の実施 等） 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年101回 

 
・ 研修の内容（すべて）： 

 
【全職員対象】 
⚫ 感染対策講演会「非”専門家”のためのHIV感染症との関わり方」：1回 
⚫ 感染対策①コロナの集団感染から・環境整備 ： ６回 
⚫ 感染対策②AMR対策・血液培養・C.difficile感染症：５回 
⚫ 感染対策③病院機能評価に備えて：全職員、委託業者：２４回 
⚫ 感染対策④冬の感染症対策～COVID-19とインフルエンザ～：２４回 

 
【新採用者・中途対象者対象】 
⚫ 新採用者対象     院内感染対策オリエンテーション ：１回 
⚫ 中途採用者対象    院内感染対策オリエンテーション ：２０回 
⚫ 新採用看護師対象   手指衛生技術研修        ：３回 
⚫ 新採用研修医対象   PPE着脱・N９５マスクフィットテスト （２回） 

 
【その他】 
⚫ 研修医対象      研修医クルズス（４回） 
⚫ 感染リンクナース対象 感染管理実践コース ベーシック・アドバンス （６回） 
⚫ 看護補助者対象    より良い環境を考える (３回) 
⚫ 委託業者対象     院内で実践してほしい感染対策～清掃業務を担当する方へ(２回) 

 
 



 
 
 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
・病院における発生状況の報告等の整備        （ 有 ） 

  ・その他の改善のための方策の主な内容： 
⚫ アウトブレイク対応（部署への介入）：南５階病棟MRSAアウトブレイク対応 
⚫ 結核の接触者健診（２事例） 
⚫ 病棟改修工事に関する感染対策の助言・提言 
⚫ 新型コロナウイルス感染症対策本部の活動（ルールや対策等の発信、クラスター対応） 

 
 
 
 
 
(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 

規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための 

体制の確保に係る措置 

 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年2回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１）医療用麻薬・向精神薬・覚醒剤原料の管理・取扱いに関するWeb講習会 
  2023/10/2～2023/12/31，参加者 484名 
 
２）医薬品安全使用のためのWeb講習会 
  2023/12/6 ～2024/3/31 ，参加者 696名 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

Ⅰ．医薬品の採用：薬事委員会の開催に基づく医薬品の採用 
  Ⅱ．医薬品管理：手順に基づいた医薬品の購入および適正管理の実施、各部署での医薬品管理等 
  Ⅲ．患者に対する医薬品使用：調剤、交付、過誤防止 

Ⅳ．薬剤管理指導・病棟薬剤業務・周術期薬剤管理業務：適切な薬剤管理指導業務および病棟薬
剤業務の実施、持参薬管理、周術期薬剤管理業務に関するプロトコル等 

  Ⅴ．医薬品情報の収集・提供等：医薬品情報の収集、解析、評価、副作用報告、医薬品情報管理
室と病棟薬剤師との連携、医薬品情報管理室と医療安全管理室との連携 

  Ⅵ．院内製剤：クラス分類等 
  Ⅶ．保険薬局との連携：疑義照会への対応等 
 
上記内容の手順書に対し、薬剤部での業務においては、適切に行われているかを常時確認している

。また、薬剤部以外の部署での業務においては、定期的に「医薬品安全使用のための業務点検」を行
い、適切に行われていることを確認している。 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

「人工血管置換術におけるRifadin注射液の使用」「薬剤徐放型電極を用いた人工内耳植え込
み術」 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１）「医薬品安全管理のための業務手順書」の、年に1回の改訂と院内への周知徹底 

 「医薬品安全管理のための業務手順書」は、医療安全管理委員会にて審議され、承認された後、
院内各所に配布し、周知している。 

２）医薬品の安全使用のための情報提供方法の工夫 
院内オールメール、電子カルテ初期画面への掲示、院内向け薬剤部ホームページへの掲示等によ
り全職員へ通知している。添付文書内容は、添付文書データベースを月に1回更新し、最新の情
報を診療端末にて閲覧可能としている。 

３）院内での医薬品副作用報告体制の整備 
電子カルテシステムからの副作用報告を可能としている。提出された副作用報告は、薬事委員会
および医療安全管理委員会で報告を行っている。 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 

規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための 

体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年48回 

 
・ 研修の主な内容： 

新入職員医療機器研修 中途採用者・復帰者に対する医療機器研修 
   特定機能病院に係る医療機器（人工呼吸器、人工心肺及び補助装置、血液浄化装置、 

除細動器、閉鎖式保育器、放射線治療装置、ＣＴエックス線装置、ＭＲＩ装置）の研修 
その他必要な機器の研修 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

年１回を基本とした定期点検 
    消耗品・定期部品交換、動作確認、漏れ電流等 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
    ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：特段なし 
 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
    定期的な医療安全管理室とのミーティング 
    部署リスクマネージャー会議での連絡・報告 

臨床工学部Hpへのマニュアル掲載、広報誌等の発行 
    納入業者へ納入医療機器の情報提供の依頼 
 
(注）前年度の実績を記入すること。 
 
  



 
 
 

 

規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
・ 責任者の資格（医師・歯科医師） 
・ 医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及

び医療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療安全管理責任者は副病院長（危機管理担当）が担っており，同時に医療安全管理部門の責
任者及び医療安全管理委員長となり，医療の安全に関することを統括管理している。また，医薬
品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者は，医療安全管理委員会の構成員となり医療安全
に関する報告を行っている。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ３名） 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 
・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 
１）月に 1回の頻度で行っている、医薬品情報管理室と医療安全管理室との連絡会議において、院

内で発生した医薬品に関するインシデントや、院内外より入手した医薬品の安全性情報・適正
使用情報について情報共有を行い、院内での対応策について協議し、適切な措置を講じている。
検討した内容は、医療安全管理委員会で審議したのち、部署医療安全管理者会議で報告、周知
している。 

２）薬事委員会、および医療安全委員会において、医薬品医療機器等安全性情報の周知や、副作用
症例の報告を行っている。 

３）特に重要な添付文書改訂等については、隔月にて発行している「薬剤部 NEWS」において、院内
職員に対し周知している。 

４）特に注意を要する事項について、年に 1回の頻度で行っている「医薬品の安全使用のための研
修会」において説明している。本研修では、理解度確認テストを行うことにより、受講者の理
解を深めるようにしている。 

 
・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 
１）審査済みの未承認新規医薬品の使用時は、処方・注射オーダリングからの入力とし、患者限定

・医薬品採用願書または薬剤保管依頼書、倫理委員会審査結果通知書を医薬品情報管理室に提
出する。また、医療安全管理室の専従薬剤師が、患者の使用状況について定期的に確認してい
る。 

２）登録状況、使用状況については、薬剤部室長会議（月 1回開催）で報告を受けており、医薬品
安全管理責任者に確実に伝達される。 

 
・担当者の指名の有無（有） 
・担当者の所属・職種： 
（所属：薬剤部・医薬品情報管理室 ，職種 薬剤師 ）   
（所属：医療安全管理室 ，職種 薬剤師 ） 
 

 
④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 

 
有 

 
・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す
る規程の作成の有無  （ 有 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内
容：診療録管理委員会での遵守状況の確認，指導及び医療安全管理委員会との情報共有 

 
 
 
 



 
 
 

 
 
⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 

 
有 

 
・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 
・主に手術記録，退院時要約，インフォームド・コンセントに関する記録，カウンターサイン実施
状況等を日常的に確認し，記載に不備が認められた場合に担当医へ指導を実施。記載が不十分な
事例については，診療録管理委員会を通じて，各部署に周知を依頼 

・新入職員入職時のオリエンテーションにおいて、診療録と診療報酬の関係に関する講義を担当 
・卒後臨床研修医入職時のオリエンテーションにおいて，退院時要約の作成に関する講義を担当 
・多職種による診療記録および退院時要約の質的監査を、それぞれ年２回実施。監査結果を診療録
管理委員会へ報告するとともに主治医へのフィードバックを実施 

 
 
⑥ 医療安全管理部門の設置状況 

 
有 

・所属職員：専従（５）名、専任（０）名、兼任（９）名 
  うち医師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（６）名 
  うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 
  うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（１）名 
（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 
・活動の主な内容： 
・インシデントレポート及び関係者からの事実確認に基づく医療事故等の判定 
・医療事故発生時における記録等の確認及び指導並びに患者家族への対応状況の確認及び指導 
・医療安全相談室からの医療事故の相談内容に関する事項 
・医療の安全管理を推進するための啓発活動に関すること 
・医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び改善策の提案に関すること 
・肺血栓塞栓症予防策の実施状況及び全死亡例のモニタリングに関すること 
・インフォームド・コンセントの適切な実施に関すること 
・その他医療の安全管理に係る連絡調整及び医療安全対策の推進に関すること 

 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 
 
⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 
 
・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（26件）、及び許可件数（26件） 
・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 
・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医
療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 
 高難度新規医療技術を用いた医療の提供に関する審査申請があった場合は，担当部門においてそ
の提供の適否を審査する。当該医療技術実施後は，2週間後、および 1年後に、申請診療科より
使用報告書が提出されるため、その内容を確認する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 
・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有 ） 
 

 
⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 
・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 4件）、及び許可件数（ 4件） 
・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 
・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医
薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成
の有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 



 
 
 

 
  診療科より未承認新規医薬品等の申請があった場合、未承認新規医薬品等担当部門において、使

用の可否について協議を行う。その際、使用する未承認新規医薬品等について、既存の医薬品と
比較した際の優位性、有害事象、患者への説明と同意の方法、使用できる医師の条件等について、
未承認新規医薬品等評価委員会にも意見聴取しながら、使用の可否を決定する。使用より 2週間
後、および 1年後に、申請診療科より使用報告書が提出されるため、その内容を確認する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 
・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有 ） 
 

 
⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

 
・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 277件 
・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった
ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事
実及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 157件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 
・医療安全管理部門に報告された事象の確認 

  ・適切に報告されているかの確認及び報告が不十分な場合の指導 
 
 
⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 
 
・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：山形大学医学部附属病院）） 
・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：三重大学医学部附属病院）） 
・技術的助言の実施状況 
山形大学医学部附属病院に対して、２０２４年１０月２２日（火）に実施予定。 

 
 
⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 
 
・体制の確保状況 
窓口「医療安全相談室」を設置し、医療安全相談室（個室）で相談。対応者は客観的・中立的な
立場を遵守し、相談後の対応は患者等の意向を尊重しながら対応を行っている。対面の他、電話
相談・投書箱でも対応を行っている。 

 
 
⑫ 職員研修の実施状況 

 
・研修の実施状況 
監査委員会からの意見の表明に関する事項については，研修該当事項がない為，実施なし。 

 医療法施行規則改正に係る事項については，医療安全管理室主催の研修として実施。 
 
（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 
 
・研修の実施状況 
院内での研修実施予定は無し。 

  花岡 正幸（病院長）は，２０２３年度特定機能病院管理者研修（継続受講）を２０２４年２月
２６日に受講済である。 

  関島 良樹（医療安全管理責任者）は，２０２３年度特定機能病院管理者養成研修（初回）を２
０２３月１２月４日に受講済である。 
今村 浩（医療機器安全管理責任者）は，２０２３年度特定機能病院管理者養成研修（継続受講）
を２０２３年１２月１５日に受講済である。 
土屋 広行（医薬品安全管理責任者）は，２０２３年度特定機能病院管理者研修（継続受講）を
２０２３月１２月１５日に受講済である。 
 

（注）前年度の実績を記載すること 
 
 
⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 
・第三者による評価の受審状況 
２０２４年６月１２日～１４日公益財団法人日本医療機能評価機構病院機能評価一般病院３受審 

 今後，補充的な審査を受審予定 
 
・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 
 
・評価を踏まえ講じた措置 
 
（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 

 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

 

人格が高潔で、学識に優れ、かつ、本院における医療の質と安全性を確保

し、高度医療の提供及び教育研究活動を適切かつ効果的に運営することがで

きる能力を有する者で、以下の要件を満たす者。 

(1) 医師免許を有している者 

(2) 医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

(3) 病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

(4) 教育・研究・診療に必要な資質・能力を有している者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・ 公表の方法 

   本学公式サイトに掲載 

 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

     

     

     

     
 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の
設置及び運営状況 

 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 信州大学医学部附属病院の運営に関する重要事項を審議する。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

 各診療科長宛に紙媒体にて通知するとともに、電子掲示板にて周知している。 



 
 
 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・公表の方法 

 WEBによる公表 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

花岡 正幸 ○ 医師 病院長 

杠 俊介  医師 副病院長（経営、設備担当） 

関島 良樹  医師 副病院長（危機管理担当） 

内田 緑  看護師 副病院長（看護部長） 

酒井 修  事務職員 副病院長（事務担当） 

桑原 宏一郎  医師  

梅村 武司  医師  

牧島 秀樹  医師  

上條 祐司  医師  

下島 恭弘  医師  

駒津 光久  医師  

鷲塚 伸介  医師  

中沢 洋三  医師  

奥山 隆平  医師  

藤永 康成  医師  

副島 雄二  医師 病院長補佐（診療・評価担当） 

瀬戸 達一郎  医師  

清水 公裕  医師 病院長補佐（教育・研究、卒後臨床研修担当） 

伊藤 研一  医師  

髙橋 淳  医師 病院長補佐（国際化、倫理担当） 

堀内 哲吉  医師  

栗田 浩  医師 病院長補佐（施設担当） 

村田 敏規  医師  



 
 
 

 

工 穣  医師 病院長補佐（広報、地域医療担当） 

塩沢 丹里  医師  

川眞田 樹人  医師  

今村 浩  医師 病院長補佐（管理・運営、災害対策担当） 

関口 健二  医師  

堀内 博志  医師  

上原 剛  医師  

古庄 知己  医師  

本田 秀夫  医師  

内藤 隆文  薬剤師  

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 

 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 
 ・ 公表の方法 
   WEBによる公表 
 
 ・ 規程の主な内容 

・病院長は、病院の管理運営に関する業務を統括する。 
・副病院長は4人以内とし、そのうち1人は看護部長をもって充て、1人は事務部担当とし、それ
以外の副病院長は、病院長が指名する。 

・病院長補佐は3人以内とし、信州大学医学部附属病院規程の第16条に規定する病院診療科長会
の構成員のうちから、病院長が指名する。 

 
 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

・副病院長は、病院長の業務を補佐するとともに、病院長に事故があるときは、病院長があらか
じめ指名した副病院長が、その職務を代行する。 

・病院長補佐は、病院長の求めに応じ、病院の管理運営に関する専門的事項について企画立案す
るとともに、当面する諸課題その他病院長が必要と認める事項について助言等を行う。 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
・花岡 正幸（病院長）は、２０２３年度特定機能病院管理者研修（継続受講）を２０２４年２
月２６日に受講済である。 

・関島 良樹（医療安全管理責任者）は、２０２３年度特定機能病院管理者養成研修（初回）を
２０２３月１２月４日に受講済である。 

・今村 浩（医療機器安全管理責任者）は、２０２３年度特定機能病院管理者養成研修（継続受
講）を２０２３年１２月１５日に受講済である。 

・土屋 広行（医薬品安全管理責任者）は、２０２３年度特定機能病院管理者研修（継続受講）
を２０２３月１２月１５日に受講済である。 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する 

監査委員会に関する状況 

 

監査委員会の設置状況 有 

・監査委員会の開催状況：年２回 (R6.1.19(金)、 R6.2.29(木)) 
・活動の主な内容： 
(1) 医学部附属病院における医療安全管理責任者、医療安全管理室、医療安全管理委員会、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等の業務の状況について、病院長等から報告を求
め、又は必要に応じて資料の提出、関係者の委員会への出席等を求め確認を行うこと。 

(2) 必要に応じ、学長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよう
意見を表明すること。 

(3) 第 1号及び第 2号に掲げる業務について、その結果をホームページで公表すること。 
 
・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有 ） 
・委員名簿の公表の有無（ 有 ） 
・委員の選定理由の公表の有無（ 有 ） 
・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 無 ） 
・公表の方法： 

  WEBによる公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

田内 克典 社会医療法人

財団慈泉会相

澤病院 病院長 

○ 医療に係る安全

管理に関する 

識見を有する者 

無 1 

宗村 和広 信州大学経法

学部 教授 

 法律に関する 

識見を有する者 

無 1 

土屋 恭子   医療を受ける者 無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

内部監査室において、当該年度の病院を含む各組織の業務に関し、監事による監査と連携し、
監査を実施している。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   WEBによる公表 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る 

体制の整備に係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
・病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

国立大学法人信州大学病院業務監督委員会を設置し、次に掲げる事項について、点検・監督を
行う。 

(1) 経営状況に関すること。 
(2) 予算及び決算に関すること。 
(3) 中期目標・中期計画に関すること。 
(4) 人事計画に関すること。 
(5) 学長が必要と認めた事項に関すること。 
(6) その他病院の管理運営に関する重要事項に関すること。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 ６ 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有 ）（ 年 ６ 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 
 
 ・ 公表の方法 

WEBによる公表 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

永松 裕希 理事（総括担当（プロボスト）） ○ 無 

藤澤 晃 理事（財務、環境施設担当）   無 

西垣 明子 長野県  無 

井上 憲昭 JA 長野厚生連 富士見高原医療

福祉センター 

 無 

天野 直二 岡谷市病院事業管理者  有 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

・周知の方法：医療安全管理マニュアル、病院オールメール（年２回）、業務端末に掲載 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 

 
 ・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページ、病院概要冊子（年１回発行）および病院広報誌（年４回程度発行）等に
より、病院の基本理念をはじめ診療科・診療部門等の取り組み等について、患者や他の医療
機関等へ広く情報発信を行っている。 
また、2021年５月には書籍「よりよい医療を届けたい－信大病院の最新治療」を発行した。 
 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 

  
・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 
複数の診療科が連携し医療を提供するてんかん外来、周産期のこころの外来、頭痛外来、YS
外来等の専門外来を開設している。また、2024年1月に、認知症外来を改め、認知症治療外来
として開設し、機能強化した。 
 

 

 

 


